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国算術

回幾何・三角法・代数

田はじめに

長田新が教育学教授をしていた広島高等師範学校の附属中学校に、数学研究会があった。長田は、

その会の顧問の一人でもあった。彼は、そ白会白雑誌 f学校数学J~ r学校数学論J等を発表して

いた。

長田の影響が島る左しKかかわらず、日本での数学教育改革運動がどの主 5~具体化されてい g

たのかを、その研究会員の一人である附属中学校の数学教諭・新宮恒次郎の『学校数学J~発表吉

れた論文を通してみてい〈のが、との鈴の主題である。数学教育者としての新宮の目を通して、改

草辺動をとらえてみたい。

新宮は、ベりーの『初等実用数学』の訳者として知られているが、その他にも多〈の著訳書が島

れまた、雑誌に発表している論文も多い。しかし、 ζ とでは、それらのうちでも、 f学校数学』

の中の論文を主K対象としてい〈。そζK発表されている論文でも、 18続忙のほb、種々の分野に

わたフている。それでも立金、骨量い主れ在h分野Kついては、他の論文を援用して1，o(己とにす

る。

主主子、乙の論についてふれる菌数思想、空間概念、実用主義その他については、タライ Y、ベリ

ー、ムーア左どが、それぞれ主唱したものであb、それらの日本での祖述者が、小倉金之助、佐藤

良一郎、新宮恒次郎その他の人々であった。そして、その中心は、いうまでもま〈、小倉金之助で

あョた。

また、新宮は、紋学教育改革運動の結末をみるととまく、昭和10年1月、惜しくも 42才の若宮で、

まくまってhる。

国数学教育に対する基本的な考え

1. 数学教育四目的
(1) 

数学教育の目的Kつhて、正面から取b扱ったものは見当ら左h語、 『算術教育の本質』の中K
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$>1/>て相当詳しく述べている。学校数学を「何νノ人=モ意義アリ価値7ル数学Jと定義し、それ

は、よb高等主数学の準備のためでもまく、また、明日の社会生活の材料を今日練習するためでも

左いとい 「安価左功利主義jを排している。そしτ、それは、換言すれば、

「ヨリ進ンダ各方面ノ学問的研究、現代文化ノ理解ト将来へノ建設、或ハ実社会ノ:生活へノ数学

的或ハ科学的態度ノ養成J

と左る。もちろん、形式陶冶は否定されているのは、言う官でもまい。そして、さら『亡、次のよう

K限定してもいる。

「数学教育ノ根本使命ハ、事物ノ関係7明確=観察γ、之フ適賞品廃理:AJレカデ7Jレ、換言スレ

バ函数ノ概念7得テ之ア活用Y得ノレヤ9教養スノレコトデアノレJ

とれらの目的のためK、次t亡述べるよう主実用主義、融合主義というととを、新宮は主張している。

しかし、それは結局、普通教育としての“学校数学"をどのようK考えるかとhうととに帰着する。

(2) 
Z 実用主義について

新宮自身は、安価左功利主義を排してはいるが、彼の滋学教育の目的Kは f実用」という面が多

分K反映されている。また、ペリーの f初等実用数学』の訳者という面からも、彼は、実用主義者

という評価が〈だ古れやす1/>0彼は、実用主義というものをどのように考えていたのであるDか。

そLてちそれは、彼の数学教育K対する一つの立場を明確f亡するように思える。 rじεん・ベヲー
121 

ノ卓見.JI'C長いτ、次のよ 51'C述べている。

「予ハ実用即真理トハ考ヘテ7ラヌ、実用ノミヲ目的ト :AJν科学ノ存在ハ肯定出来ナイ。ヤハリ

真理デ7νパコ Y応用ガ7リ、実用価値ガアルト信ズノレモノデアル」

「実用ハ独立=其理トナラメト号、実用アルガ為=真理ノ発展旦Jレ事ハ十分認メナクレバナラヌ

ト息、7。理論ハ理論ト Vテ>'1/自身十分価値ヲ有スルクレド、美γイ応用ノ発見品依リ、 Yノ理

論ガ燦燭タル先'7ハナツ事J、争ハVヌ」

己れらの論は、実用と真理の関係を述ベてhるが、ポ7;/刃Vのいうよう Kどのよう主其理もその発

見のためには具体的事実がモデルと在っているととには言及してい在い。実用I'Cとらわれ過ぎて自

然現象自身K目を向けるととが幸子るそかにまっている傾向がまいでも左1/>0 教育に骨ける実用の重

要性を強調し左がらも、在骨、子ども達が実用的走事柄を学習の対象とするとき、そ乙Kはそれを

支える論理的まもの、つま b、新たK学習すべき数学的真理が含まれてh 左ければ在ら左いという

己とで畠る。そして、さらに、後にふれる昭和6年K出された数学教授要目iτ対する私見の中I'C$>

いて、当時のアメリカのハイ・スクールの裏目を「低級左実用主義Jとしている。それでは、「低
(3) 

級在実用主義Jとはどん左ものであろうか。それを、彼は、 17世紀の算術教育のととるで次のよう

K説明している。

「計算ヲ迅速ニナγ、多Pノ問題ヲ敏活=解F事7主限トジタモノデ、彼等，、実社会ヲ教育ノ対

象ト V、現象ト v、之=3!'"テ幸福多キ生活7送Jレコトヲ考へタ。」

そして、新宮は、実用主義Kついて、次のようにまとめている。

「教育ヲ対象ト Vテ数学ヲ考へJレトキハ、此ノ実用数学ノ価値/絶対ナルヲ感ズル、-

数学/為ノ数学毛、実用ノ為ノ数学モ梧共=研究ノ価値ガアルト信ズル。然Jレエ一度教育ノjl;，野
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フ跳メルトキハYコ=社会7 リ、人生ノ 7Jレコトヲ認メヰパナラヌ、コヨ z於テ実用数学=ハ絶

大ノ敬意ア表サナFテハナラヌト思フ。」

彼のい5実用は字義ど卦!J<D単純左もDでも左かった。現在の数学教育にとっても、もう一度、実

用とは何かを考える必要があるで島ろう。

(4) 
a 融合主義について

「学問トシテノ科学ノ各科ハ分科独立1 ノレトモ、自然現象Yノモノハ個々=起ルコトナF、互=
(4) 

相関連グテ出現1 ノレモノデアルカラ各分科ノ融合ガ望マシイJ

として、融合主義は生まれた。理想的左融合数学Kついて、新宮は、 「唯単ニ代数教材ト幾何教材

トノ混合Jでは左〈、 「ーツノ教育精神ノ流νヲ核心Jとして、その周閤K算術や三角法等を「有

. 機的IJ1'1:結びつけられたものとしている。その「中心ノ骨儲ヲナスモノ」は、人Kよ!Jr数学教育

ノ本質カラVテJ菌数思想であb、また、 「科学教育ノー冨デ7Jレカラ」科学的精神で島れまた、

「純然タル教育ノ立場カラ」人間性の啓発であるとみる。己のうち、科学的精神は小倉金之助昔九

人間性の啓発は長田新が主唱するもので畠る。ととるが、

「此ノ:理想的ナ融合主義ハ今日ノ中等教育ノ1実際z直チエ適用1 ノレコド、困難デ7ToJ

としている。そ由理由をユークリッド幾何を例Kと9 て説明している。

「証明幾何ヲ含ム中学校ノ数学三正式ノ取扱デ7ル代数トよ述ノ如F純然タル理想的融合ヲナスコ

トハ根本ニ於テ不可能デアル。」
(5) 

さらに、新宮は、滋合を困難Kするものとして、別の観点から次の3つをあげている。

第1は、教師自身の頭が分科どとに整理吉れてhる。第2は、融合された理想的左教科書の著作が

困難左己と。第3は、数学自身が、土級に左る程、一分科を系統的K学習した方が能率があがる。

とれらりととは、結局数学の学問体系の堅固さを物語るも白で畠ろう。しかし、学校数学と数学は

立場を異にする。そ己で、彼は、 「証明幾何ヲ兎ε角要求サVル現行ノ我ガ国ノ要目J1'1:於ては、

融合は不可能だが、できるだけその理想に近づくととを願う。

そとで、総合という立場を主張する。

「要スルー三角恒等式ノ証明守、野外担1)盆ノ三角法ノ資料ト、代数ノ教材トノ問=ハV フタりv

ナイ所ガアルデハナイカoyレヲ一緒=γテ一冊ノ教科書==.:;/タ所デ、要AJレエ木ニ竹ヲ接イデ、

唯本ノ名'7r:木竹」ト去ァタ所デ、ソレガ臥合主義ト云へルカト。誠ニ Yノ通リデ7T。クレド

向故=之7全然分離スルヨリモ、ヨ yyv"，"クデモ綜合AJレノハ、少ナクトモ一歩Fクハ融合主

義/精神=近ヅイタトハ云ヒ得ルト答へルダクデ充分デアノレ。」

" t.t.1'1:は、現実の教育者として、理想の融合は可能では左hが、それでも左告かっ、現状D数学教

育を少しでもよくしたいといD姿勢が事b島bとうかがえる。そして、比例を例Kとoて、

「比例トイフ大題目 7設夕、合比ャ除比ノ:理、或J、力日比ノ理等ノ比例ノ緒定理ノ其ノ何ν=モ通

用スノレヤク=述ベテ、其ノ適用=於テ、之ヲ数=施Vテ鋭官ノ比例7、之ヲ文字ニ施γテ代数的

ノ比例ヲ、之ヲ図形〈量)=施Y テ幾何的比例7取扱タタナラパ、理想ノ蝕合ナラ1トスルモ向

其ノ精神J、多分=加味サレルモノデアル。」

新宮は、総合的・分剥的の両者の取b扱hを実際1'1:附属中学校1'1:;，.1t>て行った。その結菜、 「ヨ P
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多F融合的=取扱ヒ得タノハ実ハ此ノ分科式ノ方法7採用Vタ第二年度デ7.タト自信1ノレ」とh

う、一見矛盾した感じをもち左がら、

「要ハ取扱者ノ方法=在リ、精神ニ在Jレ。教科書ノ問題デモナク、制度ノ問題デモナ夕、教授者

自身ノ考ヘノ置キ方ニヨノレモノデ7ノレト恵、ァ。J

と。教育は、教師の人格を逸して行われる。その教摘が、まず、融合主義の精神を理解してい在け

ればまら左hとhう。そして、

「ーツノ学級ノ数学全体7一人ノ教師が担任スノレロトデアル。而モ出来レパ隆一ヵ年ノミデナ夕、

二年乃至三年間7一人ノ教師ガ担任スルコトガ此ノ融合ノ精神7幾分デモ実現サ旦所以デ7ルト

信ズル。勿論此ノ方法=ヨVパ教授者ノ個人的短所歓陥ガ多分=影響スノレトイフ弊7伴フコトハ

否定出来ナイガ。J

さらに、総合的左取b扱hの実際例を11>{っかあけ・ている。今からみれば、そとK目新しさを感じ

まいのは、当時の運動の成果と言えるかもしれまい。たとえば、 「算術ノ棒Fラフ、扇形グラフヲ

読ムトキハ、直観幾何ヲ応用1 ルJr二元一次ノグラフハ幾何デヤヲタ二点ガ一直線ヲ決定Zル公

理ト関連サセJr正多角形ノー内角ト外角トガ辺数ト共=変化Z ル模様モグラフデJ

等。左台、とれらの論を進めるKあたって、新宮は、分科主義が当時多〈行われているととKふれ、

「抑モ分科主義=依ルトキハ其ノーツノ:分科ノ体系7尊重Z ルガ故=、其ノ分科j1JJヘバ幾何ナラパ

幾何ハ怯カ=徹底':<.NJと。しかし、そのようま教育を結局は、 「受験準備教育JI'Cヲ左がるもの

として否定している。要するに彼は融合、総告を数学I'C<Dみ求めた。とれではできるはずは左いし、

彼もそれを認めてhる。数学が使われる対象と在る諾現象の中K求むべきであるととKは空だ気づ

hてい左h。無論、当時、適当ま対象を求めて一つ白プロジェタトを組むととは至難の業であった

であろう。

(617) 
4 メートJレ法について

度量衡がメートル法に統ーされた経過は非常K長いものであった。

大正10年(1921年) 4月10日 度量衡法改正

大正13年(1924年) 7月1日 施行規則制定

昭和9年(1934年) 7月1日 官庁、 40穏余主要工業専用

昭和1咋(1944年)7月1日 一般専用

メートル法採用の運動ととれK対する学校の教育内容の変更Kつhては50年Kわたる長い歴史と

多数の人迭の努力が毒った。新宮も当然のとと在がら、との、メートノレ法制定を、数学教育改掌通

勤の一環として、とらえている。メートル法への統一の時期と改革巡動が重在ったのは、日本の数

学教育、特K初等教育に大主主影響を与えた。新宮は、との中K、3つの大量在考えを含めていた。

「折角メートル法=統一サνテモ学校教育ガイツマデモ換算的ナ取扱7Vテヰルヤウデハ無効デ
(6) 

7リマ.:<J

「換算ヲ排γテ宣観並=実験・実i目lユヨリ、メートル法Yノモノヲ児童ノモノトグテ進メタイJ

「小学校=於テモ遺切ナル教授法ト適当ナル教具=依リ尋常第一学年ヨリ随時教育ア進メテ行F

ナラパ今日ノ第五学年ノ殆ンド全部ノ教材7省略スル事ガ出来マVテ、吾人ガ是非小学校=於テ
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句 1

ヲ眺メルトキハYコ=社会アリ、人生/7ノレヨトヲ認メネパナラヌ、ココ=於テ実用数学エハ絶

大ノ敬意7表サナクテハナラヌト思フ。」

彼のhう実用は字義ど草子)J<D単純在ものでも左かった。現在の数学教育Kとoても、もう一度、実

用とは伺かを考える必要が畠るである5。

(4) 
旦融合主義について

「学問ト Y テノ科学ノ各科J、分科独立スルト毛、自然現象ソノモノハ個々ニ起ルコトナF、互=
(4) 

相関漣vテ出現λ ノレモノデアノレカラ各分科ノ融合ガ望マγ ィ」

として、融合主義は生まれた。理想尉左融合数学について、新宮は、 「唯単=代数教材ト幾何教材

トノ混合Jではまし f-::-ノ教育精神ノ流1/7核心Jとして、その周囲K算術や三角法等を「有

機的JI'C結びつけられたものとしている。その「中心ノ骨格アナスモノ」は、人によ)Jf数学教育

ノ本質カラVテ」菌数思想であれまた、 「科学教育ノ一面デ7ルカラ」科学的精神であb、また、

「純然タノレ教育ノ立場カラJ人間性の啓発で島るとみる。とのうち、科学的精神は小倉金之助首ミ、

人間性の潜発は長田新が主唱するものである。と己るが、

「此ノ理想的ナ融合主義J、今日ノ中等教育ノ実際ェ直チニ適用1 ノレヨトハ困難デアル。J

としてhる。その理由をユークリッド幾何を例Kとって説明している。

「証明幾何7含ム中学校ノ数学虫、式ノ取扱デ7JV代数ト上述ノ如F純然タル理想的融合ヲナ1 コ

トハ根本z於テ不可能デアル。」
(5) 

さらに、新宮は、融合を図難Kするものとして、別の観点から次の3ヲを岳げている。

第1は、教師自身の頭が分科どとに整理されている。第2は、融合された理想的左教科書の著作が

困難まとと。第3は、数学自身が、上級K在る程、一分科を系統的K学習した方が能率があがる。

とれらのととは、結局数学の学問体系の盤面さを物語るもので畠る50しかし、学校数学と数学は

立場を異Kするoそζで、彼は、 「証明畿何ヲ兎ニ角妾求サνノレ現行ノ我ガ国ノ要目JI'C於ては、

融合は不可能だが、できるだけその理想に近づくことを願う。

そ己で、総合という立場を主張する。

「要スル=三角恒等式ノ証明ャ、野外測量ノ三角法ノ資料ト、代紋ノ教材トノ間=ハ$'，??リ V

ナイ所ガアルデハナイカo;1 V7一緒=:.-'テー骨ノ教宰i香.:=.'Yタ所デ、要1 ノレニ木=竹ヲ接イデ、

唯本ノ名 7r木竹Jト去ヲタ所デ、;11/ガ融合主義ト去へJレカト。談=;1/im9デ7;レ'0 -71/ド

向故=之F全然分離スルヨリモ、ヨ，，/;11/""?-デモ綜合A-'"ノハ、少ナPトモ一歩Fクハ融合主

義ノ精神ニ近ヅイタトハ去ヒ得ルト答ヘルダクデ充分デアル。J

と己Kは、現実の教育者として、理想の融合は可能では左hが、それでも左辛子かっ、現状の数学教

育を少しでもよ〈したいという姿勢があ)Jb)Jとうかがえる。そして、比例を例Kと。て、

「比例トイフ大題目ヲ設ク、合比ヤ除比ノi理、或ハ方日比ノ理等ノ比例ノ諸定理ノ其ノ何νιモ通

用ATヤ世=述ベテ、其ノ適用z於テ、之7紋=施Vテ算術ノ比例ヲ、之ヲ文字=施Vテ代数的

ノ比例7、之7図形(量)=施Vテ畿何的比例7取扱ァタナラパ、理想/触合ナラズトスノレモ向

其ノ精神ハ多分=方自慢長サ1/;レモノデアル。」

新宮は、総合的・分科的の両者の取b扱hを笑擦に附属中学校f'C卦hて行った。その結果、 「ヨリ
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多zク隊合的=取扱ヒ得タノハ笑ハ此ノ分科式ノ:方法7採用Vタ第=年度デアッタト自信スノレJとい

う、一見矛盾した感じをもち左がら、

「要ハ取扱者ノ方法=在リ、精神=在Jレ。教科書ノ問題デモナF、市Ij度ノ問題デモナP、教授者

自身ノ考へノ置キ方ニヨルモノデ7ノレト思70J

と。教育は、教師の人格を過して行われる。その教師浩三、まず、融合主義の精神を理解してい左け

れば在ら左いとい50そして、

「ーツノ学級ノ数学全体ヲ一人ノ教師が担任スノレコトデアル。而モ出来νバ階ーヵ年ノミデナク、

二年乃至三年間7一人ノ教師ガ担任スルコトガ此ノ融合ノ精神ヲ幾分デモ実現サZ所以デ7ルト

信ズル。勿論此ノ方法ニヨレパ教授者ノ個人的短所飲陥ガ多分=影響スルトイフ弊ヲ伴7コトハ

否定出来ナイガ。J

さらに、総合的左取b扱いの実際例をい〈っか畠げている。今からみれば、そ<::.K目新しさを感じ

まいのは、当時の返動の成果と言えるかもしれまい。たとえば、 「算術ノ棒グラフ、扇形Fラ7'7

説ムトキハ、直観幾何ヲ応用スルJr二元一次ノグラフハ幾何デヤタタ二点ガ一直線フ決定Z ノレ公

理ト関連サセJr正多角形ノー内角ト外角トガ辺数ト共=変化スル模様モグラフデ」

等。左台、とれらの論を進めるに畠たって、新宮は、分科主義が当時多〈行われているととKふれ、

「抑モ分科主義=依ルトキハ其ノーツノ分科ノ体系7尊重スノレガ故=、其ノ分科例へバ幾何ナラパ

幾何ハ佳カニ徹底スル」と。しかし、そのよ D左教育を結局は、 「受験準備教育JKヨ左がるもの

として否定している。要するK彼は融合、総告を数学t亡のみ求めた。とれではできるはずは左hし、

彼もそれを認めている。数学が使われる対象と在る諾現象の中に求むべきで島るととKはまだ気づ

hてh左い。無論、当時、適当主対象を求めて一つのプロジ ~!l トを組もととは至難の業であった

であろう。

(617) 
4 メートル法について

度丑衡がメートル法に統ーされた経過は非常K長いもので吾った。

大正10年(1921年)4月10日 度量衡法改正

大正13年(1924年) 7月1日 施行規則制定

昭和9年(1934年)7月1日 宮庁、 40穏余主要工業専用

昭和咋 (1944年)7月1日一般専用

メートル法採用の運動ととれに対する学校の教育内容の変更についτは50年にわたる長い歴史と

多数の人逮の努力が畠った。新宮も当然の己とまがら、 ζの、メートル法制定を、数学教育改草運

動由一環として、とらえている。メートノレ法への統ーの時期と改革運動が重在ったのは、日本の数

学教育、特K初等教育K大量左影響を与えた。新宮は、との中K、3つの大き在考えを含めていた。

「折角メートル法=統一サVテモ学校教育ガイツマデモ換算的ナ取扱7'''テヰルヤウデハ無効デ
(6) 

7リマス」

「換算ア排γテ直観並=実験・実t即日ニヨリ、メートル法ソノモノヲ児童ノモノト Vテ進メタイJ

「小学校=於テモ適切ナル教授法ト適当ナル教具=依リ尋常第一学年ヨリ随時教育ア進メテ行P

ナラバ今日ノ第五学年ノ殆Y ド全部ノ教材ヲ省略式ル事ガ出来マγテ、吾人ガ是手初、学校=於テ
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句、

重要視三テ諜γタイト思フ教材、例ヘバ「グラフ」ャ直観幾何等ノ知キア思フ存分エ導入スル事

ガ出来ルノデアリマスj

新宮は、第lf'(、メートル法への移行を強力K主張した。そして、第2f'(、それ以前の度量衡の教

授は換算のみで島ったとh っても過言では左〈、しかも、それが算術教育の中で大主主比重を占め

ていたとして、新しいメートル法の教授K告hては、換算を排して直観によるものを主張した。そ

1:f'(は、現在の設の測定からはじめるという考えが芽生えつつある。そして、第3f'(、浮いた時間

K、改草運動坤毛主張しτいた新教材を小学校K導入し、さらにそり影響を中学校にも及ばそうとし

た。当時の中学校はまだ次のよう左状態だった。

「代数ヤ幾何.::........，依然ト Vテ旧制ニ依ノレ単位7使用スノレモノノ多イノモ菌白タナイ。思考/練

習ヲ主目的トスル所詞応用問題デハ単位ガ尺デアラクト、灰デ7ヲ世ト関スル所デJ、ナイト言フ

ヤ宮ナ思想ヲ有スル人=依クテ教育ハヤハリ沈滞V ツツ7ルノダ。」

とれらり根本Kは、やはb、学校数学をどのようにみるかという問題が潜んでいるo ‘ 

主主示、当然のととりように、昭和9年のメートル法の官庁等での専用が行われる直前Kまると、

多〈り反対論がでてきた。それらD議論は直接ととKは関係は左hが、興味が島るものである。新

宮はそれらK対しτ反論している。それは先にあげた3つの考え方のうち、一番重要在考え、つま

D第3の考えが根本的に〈つがえされるからだ。しかし、反論はメートル法K的をしぼb、

「教育J、次代ノ文化7向上サセルコトヲーツノ主恩トスル、子ハ親ヨリ優V タ文化=浴Y、;1/

f霊Vタ文化=浴Vタ結呆J、ョリ優νタ教育ヲ次代=譲ヲテ孫ハ更=子ヨリ偉タナル」

「親ハ尺貫度fE衡ヤ莫エソノ上ニヤード・ポY ド法7学習スルノニ苦'v':;/ :9:0セメテ次代ノ子供

ニハコ yナ苦Y ミヲサセナイデ、ヨリ有意義ナ方商品努力ヲ払ハセヨクトスルノガ親/親タル悲

見デナタテハナラズ、教育者モ亦教育7改善迄歩サセル道デアノレ。J

としている。はしま〈も、新宮の教育K対する強い意志が感じられ興味深い。

(8) 
5. 新教授要自について

昭和6年。数学教育改草返動の意を〈んだものとして、新数学教授要目が制定された。ととでは、

その新教授要目を過して、新宮の数学教育K対する考えをみてい〈。在長、新教授裏目そのものに

ついては、後目、検討してみたい。

新宮は、との要目 K対して、全般的には賛意を示し、

「何ν号、現行法令ニ捉νx、教育ノ理想、数学教育本来ノ所説=従ヒ、ヨク与論ノ趨向ヲ祭γ、
(8) 

断然改メ Y ト旦ル王者要目案=満腔ノ敬意ト賛成トヲ表';<JV壬ノデアル。」

とし、新教授要自の要点を 2つKまとめている。第lf'(、融合主義を採用してhるo第2f'(、数学

必修の程度を低くしている、として好意的にみている。そして、新教授要自の賛同できる点、不満

左点在次のよ 5にあげている。賛同できる点としては、

「教材7笑生活=透切ナルモノヨり選択スベキ事ヲ指示γ所諸実用数学ヲ高調VタJ

f函数概念ノ養成=留意v、ぐらふ教授7尊重シタ」

f文字方程式"7始メ、整式、分数式九開方等ヲ軽滋V タJ

n日度量衡法7断然ト楽テタj
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「各科ノ融合的取扱7認メテ、教材ヲ整理V タj

f実験実i目IJ'7尊重v、阜クカラ鶏何学的概念ノ養成=努メル」

の 6点をあげ、 「カタシテ形式陶冶蕊能ノ思想J、影ヲ薄ラギ、函一教育打破ハ数学教育エモ及フ・事

トナタテ来タ」としている。実用主義、融合主義、函数概念・幾何学的概念の養成等は当然、形式

陶冶の否定K導び〈。そして、代数の文字王立左Eの困難左形式的在ものは不必要K左る。一方、不

潜在点三としている所K、新宮の強調したいととが更Kよ〈表されている。

「吾人ハ函数思想ノ養成ヤぐらふヲ特定ノ教材ト Vテーカ所=趨メテ取扱フガ如キ時代錯誤ノ考

へハ勿論有Vナイクレド、而モ新要目ノ吉日夕之ヲ挙グナイトキハ実際=取扱フ際之ヲ軽視ν、或

ハ会ク念頭=オカナイ結果トナノレ事ヲ恋Vル。」

「平面幾何7一通Vヤルトノ説明ガ援味J

f代数=於テモ二次以上ノ聯立方程式、多元方程式、虚数等ヲ軽減或ハ全廃スベキJ

「立体幾何、三角法7軽減Vタノレガ如ノ観ノアルノ壬吾人ノ賛成シ難イ所デ7ル。特=-鋭角三角

函数ノ除去Vタノノ、裁=惜vィ。」

新宮は、函数思想を、数学教育の背景と在る大主主考えとしているoそれだからとそ、要自の中K

教材としてはいら在hととを歓迎する一方、逆にはい。てh在いととによョて、数学教育会体の中

K生かされまいととを危倶している。そして、ととに幸子いて、新教対の導入Kついても提案をして

いる。統計的ぐらふ、解析幾何の初歩、計算尺の使用法、簡易由j歪、のもぐらふ左どである。さら

に、 「新要目案J、上出来デ7ノレ」とし在がらも、 「唯向幾多ノ新味ノ教材ヲ控ヘナガヲ之7採用セ

ズシテ却テ時間数ヲ減ジタ事ガ大ナル失陥デ7ル」としている。時間数の減少Kよって、 「低級左

実用主義JI'C在る己とを恐れているのである。

〈参考〉新i日数学教授婆日 数学教授法統要(阿部八代太郎〉よb

中皐校教授要目 (昭和六年二月七日改正〉

昭和六年二月七日文部省訓令第五税エハ次ノ如タ遮ベテ7)レ

「明治四十四年文部省訓令第十五説中学校教授要目左ノ通改正z地方長官ハ各亭校長'7$'テ本改正

要目=君事披V地方ノ情況ニ適切ナル数授細目フ定メ Vメ以テ各等科目:数授ノ内容7充貿V克P中事

校教育ノ本旨ヲ貫徹セV メY コトヲ期セラルベ$'J

叉「本要目賀施上ノ注意」ト V テ

1 各苧科目 F数授1λ，:::.~、其ノ固有ノ目的7遠旦ルコトニ力ムルト共=互=勝絡橋盆γテ統一

ヲ保タンコトア要Z

2. 本要目=掲グタル事項及頒序J、街酌7加フルモ妨ナγ

3 数授用具ハ教授上差支ナキ限リ成Jレベク日用品ヲ剥用γ叉ハ数員自ラ製作Vテ之ニ充テンコ

ト=力ムベγ叉諾亭科目=通ズノレ用具J、成ルベタ之7粂用スベγ

数 学

本菱自ハ算術.代数.幾何.三角法/J!i[別ヲナサズ皐=数授内容ヲ列奉スルz止メタリ而Vテ其

ノ取扱ハ或ハ之7分科V或J、之7綜合::<.;レ等教授者=於テ任意工夫λベキモノト旦
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第一種及第二種ノ雨課程ア第四挙年ヨリ分ツ場合エ於クノレ要自ヲ甲ト γ第三亭年ヨリ分ツモノ

ヲ乙ト旦

〔甲〕

第一字年

整数 小数

正数 負数

一次方程式

幾何回形

第二事年

二次方程式

直結形

岡

第三事年

分数方程式

比例

相似形

鋭角三角菌数

第四事年

増課教材

毎週三時

分数

毎週三時

毎週五時

第一穏毎週二時乃至四時

第二種毎週二時乃至五時

基本教材ノ補充

級数

重量鉄

第一種課程エ7リテハ特=質業=必要ナル

事項7選ピテ隷スル角前記ノ内容7適宜掛酌

旦ルコトヲ得

第五挙年=於テ毛亦之=同ジ

第五亭年

増謀敬材

第一種毎週二時乃至四時
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(乙〕

第一亭年

整数 小数

正教 負数

一次方程式

幾何図形

第二挙年

二次方程式

直線形

闘

第三挙年

分数方程式

比例

相似形

毎週三時

分数

毎週三時

毎週三時

増隷教材毎週一時乃至二時

基本教材ノ復習及態用

鋭角三角函数

第一種課程=アリテハ特=貸業ニ必要ナル

事項ア選ピテ諜1 ル焦前記ノ内容フ適宜樹酌

スJレコトア得

第四苧年及第五苧年=於テモ亦之ニユ同ジ

第四事年

増課数材

第一種毎週二時乃至四時

第二種毎週二時乃至五時

基本教材ノ補充

級数

封数

第五学年

増課教材

第一種毎週二時乃至四時



第二穏毎週二時乃至五時

千面及直線

多面鐙

曲面鐙

三角函数及其ノ感用

金課程ノ総括及補充

注意

第二種毎週二時乃至五時

平面及直線

多面積

曲面貴重

三角函数及其ノ感用

金課程ノ総括及補充

1 歩合算・軌跡・作図題・求額等ハ本裏目=列零セル事項=聯関Yテ適宣之ヲ授タベV

2 第一事年=於クル畿何図形ヲ教授スルエハ立鐙ノ観察測定、平面図形ノ作図、模型ノ作製等=

依リテ空間=関1ル観念ヲ明瞭~y且後事年=於クル亭習ノ基礎タラシメ"':1ト z力ムベγ

3. 教材ハ成ルベPj!f際生活ニ適切ナルモノヲ選プベγ

4 教授ノ際常z函鉄線念ノ養成=留意スベシ

5. 事長算ハ適宜之ヲ諜スルロトヲ得

中亭校教事磁救援要目 (明治四十四年公布〉

数字ハ算術代数幾何及三角法=分チ各事年ニ封Y テ教授事項ア配蛍スト鋒モ常=相互ノ聯絡7図

リテ数授γ特ェ算術=関スJV複雑ナノレ事項ハ代数及幾何7授クノレ場合昌之7数授zベV

第一挙年 毎週四時

算術

尋常小亭校ニ於?-Jレ3手術トノ瞬絡7保テ、整数、小数、諸等教、分数、歩合算ノ補習及練習ヲ負サ

Vメ旦比例ア授クベV

第二亭年 毎週四時

代 数

負数

整数式 四回j 一次方程式約数倍数

分数式 約分過今四則分数方程式

第三事年 毎週五時

代 数

開方 開苧開立 二 次 方 程 式 無 理 式

幾 何

直線 角予行線

宣線形 三角形平行四遺形

図
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第四事年 毎週四時

代 数

比例 比比例複比例比例配分混合

級数 等差級数等比級数

幾 何

比例 比例線相似形

第五苧年 毎週四時

代 数

封数

歩合算 歩合利息

幾 伺

平面 平面ト直穏二面角立倍角

多面鐙 角場角錐

曲面僅 岡韓国錐球

三角法

三角菌数 鋭角ノ三角函数一般角ノ三角函数二角ノ和及差ノ三角函数

三角形ノ解法

簡単ナル測量

注 意

1 数亭ハ正確=理解セVムノレノミナラズ計算=熟~Iii!i用=償νv メ Yコトヲ要1

2. 算術=於テハ暗算及筆算ノ外ニ珠算'7併セ隷スルモ妨ナV

3 幾何=於クル軌跡、作図、面積及鐙設ハ適賞ナノレ場合=於テ便宜之ヲ授FべV

固算術

1.算術

(.) 
。〕算術教育とは

算術とは、数学的['1:2つD意味をもっているとしている。一方は、数の概念や整数論K属する数

学の数量的方面の基礎的研究をさし、他方は、最も通俗的K数学入門の階梯を古すと。しかし、新
111 

宮は、究援的Kは算術を、 「笑際筒題=応用Vテ自然界実社会ソノモノヲ理解スルJものとみてい

る。そして、との立場から、

「米栂=交渉7持タヌヤタナ算街教育J、国民教育ナル普通教育エハ認メルコトガ出来ナイJ

とまで言。ている。もちるん、己目言葉を皮相的K解釈するのではまし実用主義のととるでふれ

たよ，['1:とるべきである。 ζ のように考えるとき、当然、四貝Ij応用問題は批判される。

「自然界ヤ社会生活ニ没交渉ニVテ、実際的或ハ経済的考察ア無視γタ数学J、、ョ ~:/νガ数学

トVテ如何=価値7ラPトモ学校数学エ加へJレコトハ出来ナイ。此/意味=於テ、四則応用問題

ガ若γ算術ノ教科書ノ一隅zデモ存在スルナラパ、ソノ算術ハ過去ノ遺物デアルJ

吉1>['1:、 「吾人ハヤハリ教材ヲ通γテ社会7観、社会7通V テ教材ヲ求メテヰル」とも言2ている。
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算衡と社会は切b離せ左hもの左のだ。
(.) 

(2)算術教育の目標

新宮は、算術教育白目標として、次のよう左ものをあげてhる。

1 数ノ概念7与へ、其ノ四則計算ニ憤V サセ、

2. 日常生活ニ於クル数理生活ノ整理=資γ、

3 実社会ノ事実、自然界ノ現象ノ理解攻究ノ基礎7与へ

4. 他ノ数学各分科ヘノ階梯トナV、

5. 科学其ノ他ノ研究へ/予備トナ1 、

特K、中等教育11:$'v>て、 2、3を重要視してhたのは、 「数理的=考察::<Jレ態度7養成VタイJ

というととからわかる。

新宮が数学教育の根本使命として「菌数祝念の養成Jを畠げてh るととは前に述ベた。函数概念

を「数学的=整理v、単純化γテヨクナ::<Jものは代数であるとする。しかし、統計の研究、自然

現象の研究、実社会K於ける諸問題に骨hて、 「代数式ガ許スヤ世ナ単純=シテ数学的ナモノ」が

多〈は在いとする。ととるが、それらの資料は、学校数学t亡と。て失かせまいものである。そとで、

それらを算術K金hて、行卦うとする。だからとそ、

「社会ノ変遷ト共z生キテヰル算術ロ:/'、学校数学ノ最モ大切ナ役割ヲ演ズルモノデアルJ

というとと陥る。ともすると、函数概念を、単在る rf号数式で表される菌数Jと限定しがちであ

るが、新宮は、そのよう在、単純左もりでは在いととを考えていた。

しかし、それでも在骨彼の言う、函数概念は、 Fラインの唱えていた函数思想とhう考え方と、

一致していたむかどうかは、はっき bし左v>o左ぜ在ら新宮の函数探念の具体化されたものは、数

学会設K行きわたるものでは在〈、限定されたもののように思えるからだ。
(.) 

(3)算術教育の内容

その当時までの算術教育の内容、たとえば藤沢利喜太郎のものと比ベて、次の4つの点が異在る

としている。第111:、整数の性質等は認め在v>o第211:、グラフや統計的研究の概念を入れる。第

311:、数の計主主は、数の理論K基=祢左い。第411:、開平、開立、級数、複別Kよる利息は必ずしも

必要とし左h。それらは表を利用して計算する。そして、 「生活算術」という立場から内容として、

15項目をあげてhる。

1. 数量二関スノレ観念 2 整数、小数、分数ノ基本的罰禁 3 度量衡ノ制度

4 グラフ 5 歩合、百分率 6. 比及ピ比例 7. 貨弊、金銭ノ問題

8 暦、時間、交通ノ問題 9 統計的研究 10.家庭算術 11 社会算布

12.銀行算術 13 投資主主街 14.笑測算術 15 空間並=自然界ノ;算街

在晶、、算術11:幾何学的概念が含まれているのも注目K値する。それについては、

「直観幾何的ナ方法品ヨリ数値計算ヲ伴ヒツツ算術科ハ度量衡ノ制ノ上=進Y デ、線、平面立体

各方面へノ発展ヲ企図式ベキデ7ノレJ

と。
(.) 

(4)算術と代数・芸員何の関係

算術を、数学科の中K品。て、代数・幾何の予備として認めつつも、唯それだけを目的とするも
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のでは左hとする。とのととは、新宮の主主街の定義・目的措らは 3 きbしているが、

「数学的ニ精製サレタ問題ト Vテデナ夕、素材ノママノ資料ト Vテ問題7課スルJ

己ととそ、銘青独特の使命であるとする。そして、

「理論数学ヨリ実際ノ数値へ。其ノ大事ナ役割jハ算編科が分担スルJ

代数・幾何と現実社会を結ぶものとして算術を想定しているわけで島る。とすると、算術は非常K

重要左役目を持ヲζ とK在る。そして、それが単まる実用主義K陥h ら在いとした左らば。それで

こそ、また、中等学校で算術を課す意味がでて〈る。

Z 公民算 術

(9) 
(1)公民算術とは

公民主早稲とは、 「数量=関スル公民生活ノ資料ア其ノ材料ト V、生徒，，'-'テョリ高キ公民生活ヲ
(9) 

営マジムベタ指導スノレ算術」であると新宮は述べている。突は、 ζの考えは、との論(1)1年余b前
~o) 

1'1:発表古れた『新時代ノ算術教材』の中KすでK見うけられる。そとに告いて、新教材として笑用

諸算を畠げ、それをと bあげる理由を、

「算術ハ公民教育ノ中ノ数量生活7味J、セルコトf1."o市民生活、国民生活ヲ対象ト Z ノレ生キタ算

術タラ V メル=アルj

としてhる。公民算衡は、公民科の取b扱う要項りうち、経済を中心とし、祉会上の事項がそれK

つけ加わる。己れらD要項目中1'1:は、 「数量的考察ヲ伴タテ始メテ生命7ノレ材料ハ極メテ多イJと

し「特=実践的ナ事項=於テハ之ヲ問題ノ形ェ作リ更=其ノ問題7解クコトユ依 yテ始メテ徹底1

ルJとし、そ1:.1'1:、公民科とは別の公民算術が必要とまる理由が畠る。そして、それを、中学上級

K公民科と並列して議すととを提唱している。
(9) 

(2)公民算術の内容

11章から成って;;']1、代表的左数例Kつhては詳しく説明してhるが、ととでは項目のみをあげ
(10) 

て金<0 (左告、実用語算として以前Kあげられたもの化は(叫をつけて告<)
(ホl..._"~..." .. (*L._ ._~， _ .~..，.... .. (*l.... ...._ .... . (.) 

1 常用語単位 2，通信、運輸及ピ諸料金 3，弊詰1)及ピ送金 4 利息
[吋(.)
租税 6，有価証券 7， 保険 8 簿記 9 統計 10. 測量

(吋
11.其ノ他ノ社会土ノ事項

(u)(12) 
3，実験、実測

算術教育の重要在一項目として、幾何学的概念の在渉が含まれている己とは前1'1:述ベた。そとで

大切左ととは、実験・実測である。それらがまhとき、改革運動以前の幾何に逆戻bしてしまうか

らだ。それKついて、 3つ程述べている。第11'1:、実験を伴は主い実測で島 9てはまら在hという
(11) 

とと。それにつhて、円の面積を求める伊jで次のように言っている。

「円ノ求積公式ナル接線ト Yノ使用法ヲ知ル事ハ勿論望マV イガ、更=其ノ磁械7自ラ発明1 ル

事ハ愉快デ71)価値ノ多イ事デアル」

与えられた数値語ら円の面積を求めるよ b、実際1'[数値を祖Ibたbして円の面積を求めるととの方

が在るほど大切だが、それ以上に大切左 Eとは、その公式の発明、発見で島b、そしτ、それは、
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演縛的証明では左〈、実験(或は実測を伴う)1'1:依つてのみなされると。

第 21'1:、実験・実担lの観察の対象は実物であbたいというとと。ただ、ととで注意すべきは、実
t也}

物とは、 「大人ノ生活ニユ於テ専門家二依リ使用サVル器具機械Jセは左いというとと。

第 31'1:、量と数の関係をしっかbとつかむとhうとと。

「量ョリ入ッテ数=至リ、数ノ取扱カラ再ピ量=進ンデ始メテ意義7JV社会生活ト緊密ナ数学
{ロ}

教授ガデキル」

実社会の材料は皆、丑である。その測度を考えるととKよって、数が必要tて在るo数の四則計算、

比例、そして実用計算等によョて、再び輩の問題K還元する。
(12) 

「招テ其ノ応用ト Vテ再ピ量ノ取扱ヲナストキ、実験・実測ノ肝要ナルハ論ヲ侯タナイ」

実験・実視1)1'1:はじ宮 b、実験・実担1)1'1:もどる。それとそ、道観教授の本質であるう。

固幾何、三角法 .代数

1. 幾何、三角法、

(5) 
(1)幾何・三角法教授の目的

これらの目的は、次のよう K述べられてh る。

「空間の概念を得、空間の想像力を練b、創作能を著書ひ、発明発見K資し、思考を正確Kすると

とJ
(13) 

としている。 ζれらの言葉の背景Kは、当時の改草返動の大き左流れがあった。 r明日ノ幾何教授

ヲ語ル』の中ですでK、

「証明一点張リノ抽象幾何学7今日ノ中等学校=-~Ãル所以ノモノハ、意識Vテカ或ハVナタテ

ヵ、兎=角之ニヨリ形式陶冶ヲナサクトλ ル点=根披ヲオイタコトハ争ハVヌ」

として、形式陶冶を否定した。しかし、それは、殺何教授を否定したととKは左ら左い。

「ユークリアド幾何学=ヨリ内容、 ~pチ空間概念ヲ養成スルコトハ何モアノ証明本位ノユークリ

タド幾何学ニヨル必要7認メナイ。即テ直観幾何ヲ以テ充分エ空間ノ概念ヲ滴養V得テJ

ととには、空間概念の養成のためKは、証明幾何だけで左〈、直観幾何さらKは解析後何等も、そ

の一つ白方法だと'-"5大主主転換がある。己 ζにもまた、数学から学校数学への移行がはっき bと

うかがえる。しかし、新宮のhう空間概念とは、何在の;)'0それKついては、後Kもふれるが、し

かし、己れも函数概念と同様、タライン等の言 2 ているととよb明確さに乏しh。
(5) 

(2)幾何・三角法の課程
(四)

『明日ノ殺何学教授7語JレJ~於て、次のよう Kまとめτhる。

「初メノ部分約三分ノーハ全然直観的ニ取扱ヒ……、作図、軌跡ト Vテハ種々ノ方法7用ヒサセ、

自由=彼等ノ数学的内容ヲ盛カニ発展サセルo '/ノ後ニ於テ波鐸推理ノ方法7一章ト Vテ取扱ヒ.

作図ニ於テ号、定規ト「コムバスJ=限ル作図法=モ蝕レル…、円ノ周ヤ面積ノ部分品主レバ、

復タ実験甘方法、近似的方法=ヨり発展サセ、吏=楕円マ勃物議ノ面積エモ及プ…...J

そして、とのよう左方向Kむかつーたとき、融合も可能K在るとし、また、解析幾何学の初歩D導入

も示唆している。
(;) 

新宮の、課程案を、環自のみあげて骨〈。
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I 直観幾何学

(1) 平面図形の性質の研究及び其のf掴 (2) 立体の性質の研究及び其叫懐

(3) 測定及び簡易測量:

E 証明幾何

(1) 定理の発見習得と其の証明 (2) 幾何学的作図 (劫軌跡の概念

E 三角法

(1) 鋭角三角函数の性質と其の応用 (2) 一般角の三角函数及び其の相互関係

(3) 三角形の性質解法及び祖1)畳問題

左骨、ととでは分科的K内容が事げられているが、融合的左取b扱いを期待しているととはいうま

でもまい。
(5) 

(3)直観幾何

幾何を直観的K取b扱うという表現は現在でもよく使われる。し首し、己己で言う直観畿何は、

もっと明確ま意味をもっ。

「其の教授の方法として採用される観察・実験・実測及び作製の諾操作をも意味し、所謂ユーク

リッド幾何学の謹明幾何学K対するもので事る」

「昔日の諮明幾何の準備を目的とした予備畿何のみでも左〈、叉必ずしも実験実担，1)のみに依る実

験幾何学そのものでもまい」

「今日の理想とする直観幾何は独立の目的と意義とを有し、其白方法も独特のものである」

とれらの言葉は、現在でも在草子、新鮮左印象を与える。それでは、直観幾何の意義とは何か。

「空間を空間としてあるがままに考察させたい」と。

さらK、上記の論の意味をさらに明確にするためK、証明幾何と対比させて、

「空間概念は、所認証明幾何の学習に依ってDみ得られるものでは在h。むしろ証明K力を入れ

るときは却って其の研究の対象で畠るべき空間を忘れ、空間概念の養成K役立ぬととさへある。」

乙D考えとそ、改草運動が幾何教育K与えた最大のものである5。幾何教育とは「空間概念Jをも

たせるととである。それ左らば、方法として「論証JIL とだわる必要は在h。空間を畠るがままに

見る ζととそ、最大の幾何教育ではまいかというのである。直観とそ、認織の基礎で毒るのだから。

左軒、新宮は、具体案を出しているが、ととでは省略する。

(4)証明幾何
(5) 

証明幾何Kつhては、その内容の取b扱いを軽〈するととを主張している。

「論理の体系、思考の整理と発展に貸すベ〈証明幾何を践し、空間そのものの認識と之が応用と

はむしる主K其の大部分を直観幾何K譲るべきも<DJ

としている。それぞれの役割を明確Kしようとしている。

そして、生徒の心理過程K準換するととを強調する。その考え語ら、公理的取b扱hとするもの

を23個あげている。もちるん、それらは、直観幾何に長hて学習したもので島る。

定理の取D扱It>ILつhては、次の4つの段階をあげてhる。

(1) 定理の内容たる材料を与え、帰紡的lて定理を発見する (2) 定理の構成

(3) 定湿の証明 (4) 定理の応用
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とのうち、従来は、 (3X4)だけであョたとして、 (lX2)を強調している。との.t5左発見的在方法を

すすめていくうえでの教科書の扱h、予習、復習、宿題左cK:ついても詳し〈述べてhる。

また、作図K卦いても、コ Yパス・定規だけに終始するものを形式陶冶とみまし、種々の用具を

使うととを提唱している。軌跡も実験的在方法からはいるととを強調している。
(M) 

(5)三角法

改革運動防hて、三角法K言及されるのは意外K少左いといその原品2つ畠げている。

1つは、上級の教材と決めつけられているとと、もう 1つは、根本的K軽視されてhるとと。しか

し、新宮は、その文化の発生史的過程からも、実用的価値語らもその重要性を主張してh る。そし

て、具体案をあげたのち、

「生徒ノ心理的過程=合致スルヤ P、:IVテ笑験カラ帰納γテアル点及ピ興趣豊カナ材料7教材

トVテ採用Vテヰル点=着陸サVタイ。筒三角函数ト Vテハ正切、正弦、余弦ノ三ツ=限フタ点、

並ニソノ提出ノl国モ考ヘタJ

(吋
2. 代数

代数教授K:i>'Ir>て、根幹と在るととは、代数の心理的研究というととをあげてhる。それは、代

数の入門K主歩ける 2つの重要事項として畠げられている、負数の導入、文字の使用というととから、

う左ずけるととである。そして、代数を2学期から始めるととをすすめてhる。理由は3つ畠る。

第 1K:、 1学期は算術的事項の整理をするのが有効。第2は、ローマ字の使用はあま b早〈左h方

が努力が少在くてすむ。第3は、中学の数学教育の基礎を与へる意味K:i>'1r>て、自学自習的態度の

訓練をするKは、親しみのある算術の方がよい。

さらに、文字の使用から方程式へ至る具体案をあげている。前記の三角法と同様、ラフグ・ 3クラ

-pの「初等数学の基礎JK:負う所が大きい。

固お わ り に

実践家としての新宮恒次郎の所論をもとKして、改草運動をみてきたわけであるが、そとから浮

き上がってきた問題点D左請に、現代に通ずるものが多いのに駕曲される。実用、融合、そして、

中等教育K:Pける算術、直観幾何等々。

新宮の会著作に目を返せ在かったととが残念であった。また、教材論まで深入bはし在かった。

それらを今後の諜題として長きたい。

最後K、本学の訟原元一名脊教授、国立教育研究所の先生方t亡、厚くお・礼申しあげる。

i主

(1) 新宮恒次郎「算術教育の本質J(広島高等師範学校附属中学校「学校数学j第10号 昭和8年

3月) (r学校数学jは、以下すべて広島高師附属中学校工]Jo)

(2) 新宮恒次郎「じ zん・ペリーノ卓見J(日本中等教育数学会「数学教育」第10巻4・5号

昭和3年〕

(3) 新宮恒次郎「算術教育凝観←ぅJcr学校数学」第6号昭和7年 3月〕
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(4) 新宮恒次郎「綜合カ分科カJ cr学校数学J第11号昭和8年6月)

刷新宮僅次郎「中等学校一幾何・三角法篇J(締範大学講座数学教育第3巻、第9巻

建文館昭和9年〉

(6) 新宮恒次郎「メート λ法教授管見Jcr学校数学J第1号昭和5年11月〉

(7) 新宮恒次郎「メートル法排撃ノ声ト数学教育J(r学校数学」第12'号 昭和 8年 9月)

(8) 新宮恒次郎「文部省ノ立案実施セY トスル中学校数学科教授要目=対スル私見〉

(日本中等教育数学会「数学教育」第12巻4・5号昭和12年)

(9) 新宮恒次郎「公民算術教育論ト其ノ実践Jcr学校数学J第14'号昭和9年3月〉

刷新宮恒次郎「新時代ノ算術教材Jcr学校数学」第9号昭和7年'l2月〉

ω新宮恒次郎「似而非ナル実験・実祖IJaJ (r学校教学」第2号昭和6年 2月)

倒新宮恒次郎「似而非ナル実験・実担rJ0効Jcr学校数学」第3号 昭 和6年5月)

ω新宮恒次郎「明日ノ幾何教授ヲ語ルJcr学校数学」第8号昭和7年 9月〉

ω新宮恒次郎「下級昌三角法'7謀"".... 方案J(r学校数学j第1号昭和5年11月)

ω新宮恒次郎「代数初歩教授ノ実際的考察Jcr学校数学」第5号昭和6年12月)
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